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◆委員会の審査　………７～８面
◆特別委員会活動　…………８面

台風第19号の災害復旧に係る補正
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市議会だよりふっさ 福生市制施行50周年
記念ロゴマーク

令和元年
第４回定例会
12月３日～20日

スマートフォンやタブレット端末からも
議会インターネット中継が見られるようになりました！

　パソコンのほか、スマートフォンやタブレット端末でも、
本会議のインターネット中継を見られるようになりました。
「忙しくてなかなか傍聴に行けない」「外出先から議会中継を
見たい」という方にも、いつでもご利用いただけます。

•利用方法:�福生市ホームページ⇒
「福生市議会」よりアクセス

•配信方法:ライブ中継・録画中継

▲福生市制施行50周年記念�福生市消防団出初式（令和２年１月12日）

福生市議会
インターネット中継
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今定例会では、17名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は２月中旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。また、福生市ホームページにも掲載し
ますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市ホームページに掲載しています。

一般質問（要旨）
「市政のここを問う」

台風第19号における防災行政無線について

通学道路の改良工事の進捗状況等について

指定管理者制度における事業者の公募、選定について

認知症予防に向けた脳と身体機能を活性させる運動について

正和会
杉山�行男�議員

自民党福生
町田�成司�議員

正和会
武藤�政義�議員

公明党
原田�剛�議員

▲台風第19号の避難所の様子（第二小学校）

▲改良工事を予定している第三小学校北側交差点付近

▲学校給食センターの配送風景

▲ふくふく福生体操のイベントの様子

　質問　防災行政無線が聞こえなか
った、エコーになって内容がわから
なかった等の意見が出ているが、現
状と対応を伺う。
　市長　放送内容に関する問い合わ
せは、市にも多数寄せられた。50カ
所のスピーカーを使って最大音量で
放送し、広報車でも同様の周知を行
ったが、それでも激しい風雨で聞き
取りにくいと思われる。今後は、防

　質問　福生第三小学校北側交差点
付近の道路改善計画の進捗状況と、
同交差点に接続する牛浜北通りの改
修工事の現況について伺う。
　市長　牛浜北通りの舗装補修工事
は、令和元年度から３年度に、３工
区に分けて行う。当該交差点付近は
令和３年度の工事を予定している。
　都市建設部長　交差点西側の市道
第1042号線のカーブ部分は、見通し

　質問　公募・選定は、大規模な事
業者、団体が優位で、小規模なりの
長所を持つ団体は不利なのではない
かと懸念されるが、所見を伺う。
　市長　指定管理者の公募に当たっ
ては、募集要項で応募者の資格を定
め、サービス向上や経費縮減が図ら
れるか、事業計画書に沿った管理を
安定して行う人員、資産等を有する
か、または確保できる見込みがある

　質問　計算やしりとりなどの認知
機能のトレーニングと運動を組み合
わせて行い、脳と身体機能を同時に
活性化させるコグニサイズと呼ばれ
る取り組みについて、所見を伺う。
　市長　運動と脳トレを組み合わせ
た活動は認知症予防に効果があると
言われ、当市では脳トレの要素を随
所に取り入れたオリジナルの「ふく
ふく福生体操」を制作し、介護予防

災行政無線音声確認ダイヤルやふっ
さ情報メールなどの代替手段の事前
周知のほか、戸別受信機の貸し出し
などを考えている。
台風第19号における避難所の対応に
ついて
　質問　避難所運営マニュアルの活
用、運営に当たった職員の対応、災
害対策本部との連携、受け入れ可能
人数の適切性について伺う。

が悪いため、本交差点改良工事に合
わせて、地権者に協力をいただき、
現道路を拡幅して、視認性の改善及
び安全性の向上を図っていく。
市が管理するエレベーター、エスカ
レーターの保守契約について
　質問　平成30年度は設置メーカー
の保守会社が約2,500万円で保守を
行っているが、保守専門業者に委託
すれば約４割、1,000万円程度コス

かなど条例に定めた選定基準により
審査している。団体の規模の大小に
限らず、適正な管理運営が図れるか
という視点で選定している。
令和２年度からの民間委託化後の学
校給食センターの運用について
　質問　学校給食センター運営審議
会の今後の役割、福生らしさを活か
した献立、成人式での「なつかしの
給食コーナー」の継続について伺う。

リーダーを中心に周知と普及を図っ
ている。健康運動指導士による脳と
体のトレーニング教室なども実施し
ており、今後も有効な方法等を取り
入れ、認知症予防に取り組んでいく。
生活困窮者の就労訓練事業について
　質問　この事業は、就労に困難を
抱える生活困窮者に状況に応じた就
労機会を提供し、生活面や健康面で
支援を行うものである。こうした事

　市長　避難所運営マニュアルに記
載する開設マニュアルや避難者カー
ドを使用して対応した。また、職員
が物資の提供などを行い、保健師が
避難所を巡回するなど、おおむねよ
い評価をいただいた。連携は、災対
本部と行っただけでなく、避難所間
の情報共有も図った。また、避難所
は段階的に開設し、全ての避難者を
受け入れることができた。

トカットできるのではないか。
　総務部長　現在、安全性を重視し
て、全て設置メーカーの保守会社が
保守を行っている。全てのメーカー
のメンテナンスを行う独立系の保守
業者に委託すれば経費は節減できる
が、特にエレベーターは人命にかか
わる機械であり、安全性に責任を持
つ市の立場としては、現在の契約方
法を継続していきたい。

　教育部長　学校給食センター運営
審議会は、年に１回程度、必要に応
じての開催になると考えている。福
生らしさを活かした献立については、
市の栄養士による献立の立案、食材
の選定等、調理以外の工程は現行と
変わらない。今後も福生らしい献立
を継続、発展させていく。成人式で
の「なつかしの給食コーナー」は、
今後も継続して実施していきたい。

業により就労につなげていくことは
重要だと考えるが、所見を伺う。
　市長　心身の不調や長期間の離職
などによりすぐに就労することが困
難な方に、認定就労訓練事業を案内
している。令和元年度の利用者は３
人で、相談支援員が月１回、本人と
事業所担当者との面談に同席し、状
況の把握に努めるなど、本人に寄り
添った支援を心がけている。

福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）
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福生駅西口地区市街地再開発事業の経緯と意義について

四五都市連絡協議会職員交流研修派遣の成果について

地域介護予防活動支援事業について

令和元年台風第19号における自助、共助について

フレイルの状態を把握するための健診導入に関する取り組みについて

正和会
石川�義郎�議員

正和会
山崎�貴裕�議員

公明党
堀�雄一朗�議員

公明党
五十嵐�みさ�議員

正和会
小澤�芳輝�議員

▲福生駅西口の現在の様子

▲福生市から登別市への派遣職員の様子

▲介護予防リーダー養成講座の様子

▲東京マイ・タイムライン（東京都総務局発行）

▲フレイル予防のための「コロバン教室」の様子

　質問　福生駅西口地区市街地再開
発事業は、今後の福生市のビジョン
を語る上で絶対に外せない、将来の
明暗を分ける最重要事業であると受
け止めているが、この事業のこれま
での経緯と意義を伺う。
　市長　福生駅西口商店街のにぎわ
いが薄れ、集客力が低下していたこ
とから、地域の意識調査などを実施
した結果、まちづくりの活性化によ

　質問　四五都市連絡協議会の事業
の中で実施している職員の交流派遣
の目的や実績、成果を伺う。
　市長　北海道登別市、滋賀県守山
市、福生市の３市間で、より一層連
携したまちづくりの推進、職員の幅
広い能力と資質の向上を目的に実施
している２年間の職員の研修派遣事
業で、これまで福生市から両市へ３
名ずつ派遣し、両市からも福生市へ

　質問　この事業は、高齢者を分け
隔てることなく、誰でも参加できる
介護予防活動を目指し、住民主体の
通いの場等の活動支援を目的とする
が、現状と今後の取り組みを伺う。
　市長　現在、市は地域の集いの場
に指導員を派遣する運動指導員派遣
事業、地域で介護予防の活動を広げ
る介護予防リーダー養成講座を実施
している。今後の取り組みは、高齢

　質問　自分や家族の避難行動計画
であるマイ・タイムラインや、地域
の現状をより小さい単位で情報共有
する地区防災計画について伺う。
　市長　マイ・タイムラインは、自
らの環境や地域の特性に合った行動
がとれるよう日ごろから避難を考え
る防災行動計画である。東京マイ・
タイムラインという作成キットを、
市役所や福祉センター等、４カ所で

　質問　フレイルとは、加齢ととも
に心身の活力が低下した状態を指し、
健康な状態と介護が必要な状態の中
間に位置づけられ、体重減少や握力
低下等、３項目以上に該当するとフ
レイル状態と診断される。来年度か
ら施行されるフレイルの状態を把握
するための健診導入に関してどのよ
うに取り組むか。
　市長　令和２年度から介護を必要

り諸課題を克服できると指摘された。
そこで、平成28年度に福生駅西口地
域まちづくり検討会が設立され、強
みや特色、弱みや問題点などを洗い
出した結果、課題の克服には面的な
市街地の再開発が一番有効であると
され、平成29年11月に福生駅西口地
区市街地再開発準備組合が発足し、
現在に至っている。
　都市計画マスタープランや住宅マ

３名ずつ受け入れている。東京都以
外の自治体と情報交換が図られるほ
か、派遣先で様々な経験を積めるな
ど確実に人材育成につながっている。
ＡＩ時代に向けた確かな学力育成の
ための今後の取り組みについて
　質問　確実に到来するＡＩ時代に
向けて、福生市の子どもたちの確か
な学力をどのように育むか。
　教育長　客観的な根拠を重視し、

者の日常生活を支援する多様な主体
によるサービスの提供体制を充実し、
支え合いの地域づくりを推進するこ
とを目標の一つとしている。
立川バス福生営業所開設の影響と空
港リムジンバス等含む路線について
　質問　営業所開設により、歩行者
の安全確保や道路規格の見直しも必
要となるのではないか。また、バス
路線の変化や羽田空港・成田空港へ

配布している。地域が作成する地区
防災計画は、自助・共助の意識の醸
成が期待できるため、作成に当たっ
ては、市も積極的に支援していく。
子どもの権利条約を広く市民に周知
することについて
　質問　子どもの権利条約について、
母子手帳に記載したり、パパママク
ラスのテーマに取り上げるなど、さ
まざまな場面で周知に取り組むこと

とする一歩手前であるフレイルの状
態か否かをチェックする健診を実施
するよう国から示され、健診の項目
はこれまでの後期高齢者健康診査と
同様だが、問診の内容を、フレイル
などの高齢者の特性を把握できる内
容に変更することとなった。新たな
質問票は、健康状態を総合的に把握
する目的から、体の健康状態、心の
健康状態、食習慣、口腔機能、体重

スタープランで福生駅前地域の高度
利用と居住促進を目指しているほか、
福生市総合計画第４期修正後期基本
計画や立地適正化計画で駅を中心と
したコンパクトなまちづくりや都市
機能の集約化を掲げるなど、あらゆ
る分析や計画の策定において、必要
な事業であると位置づけられており、
市全域に新たな活力をもたらす意義
のあるものといえる。

エビデンスに基づく効果・効率を読
み取れる教育施策の企画立案を進め
たいと考えている。例えば、学力調
査で得られたデータを基に、一人一
人の学力向上の視点を加えて子ども
たちの成長を追跡したり、それぞれ
のつまずきに応じてＩＣＴなどを活
用したドリル学習を用いたりするな
ど、よりきめ細かい個に応じた指導
の実現を目指していきたい。

のリムジンバスの発着の見通しは。
　市長　新たに立川バスが往来する
本町通りは無電柱化を、多摩橋通り
では、東京都が志茂立体事業等を進
めており、これらの事業と合わせて
整備を進めていく。また、立川バス
に確認したところ、福生市内では１
路線追加したが、空港リムジンバス
の福生駅発着についてはお答えでき
る状況にないとのことであった。

が必要ではないか。
　市長　社会全体で子どもの人権を
尊重する概念が育つには、妊娠・出
産時から子どもの人権にかかわる仕
組みづくりが課題である。子育てハ
ンドブックにこの条約について掲載
し、周知を行っているが、今後は妊
娠届け出の際にお渡しする支援プラ
ンに記載することや、保健センター
内への掲示も考えている。

変化、運動・転倒、認知機能、喫煙、
社会参加等の10類型について、15項
目の質問で構成されており、健康診
査での健康状態の総合的判断だけで
なく、かかりつけ医等の受診の際や
通いの場でも健康状態の評価に用い
ることができると考えている。市と
しても、より健康に過ごしていただ
くために、多くの方に受診していた
だけるよう努めたい。
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がんになっても自分らしく暮らすことについて

ヘルプマークの周知について

ＡＩ等の導入による業務の効率化について

市営住宅の維持・管理について

福生駅西口地区公共施設整備基本計画（案）等について

生活者ネットワーク
三原�智子�議員

正和会
幡垣�正生�議員

公明党
青木�健�議員

正和会
小林�貢�議員

日本共産党
池田�公三�議員

▲誰でもゲートキーパー手帳（厚生労働省HPより）

▲必要な支援が一目でわかる「ふっさヘルプバンダナ」

▲ソサエティ5.0政府広報

▲市営住宅に表示している東京都耐震マーク

▲市民一人当たりの蔵書数が26市で最多の福生市立図書館

　質問　がんになっても自分らしく
生き生きと暮らすための支援につい
て、所見を伺う。
　市長　効率的な医療・福祉サービ
スの提供や就労支援等の仕組みの構
築が求められており、偏見の払拭や
治療を受けた方の心理的・社会的負
担軽減の取り組みが必要と考える。
　質問　がんになった後に直面する
さまざまな課題を乗り越えるための

　質問　障害者が支援を受けやすく
する目印となるヘルプマークの目的
と周知方法、配布場所を伺う。
　市長　ヘルプマークは、外見から
わからなくても支援や配慮を必要と
している方が、周囲に配慮が必要で
あることを知らせるためのマークで
ある。都ではポスター、チラシ等で
周知を行い、東京都心身障害者福祉
センター、都立病院、都営地下鉄の

　質問　近年、ＡＩ（人工知能）や
ＲＰＡ（ソフトウエアによる事務処
理の自動化技術）を導入し、業務の
効率化、省力化に効果を上げる自治
体が見られるようになった。超高齢
社会への突入や生産年齢人口減少に
よりこれらの技術が注目されている
が、本市における活用、導入につい
ての所見を伺う。
　市長　国は「ソサエティ5.0時代の

　質問　居住者の高齢化も進んでい
ると思うが、鉄筋造の住宅について、
バリアフリーには対応しているか。
耐震性、入居世帯数と入居率、65歳
以上の高齢者世帯数についても伺う。
　市長　建設時にエレベーターのな
い10棟に平成23年度から28年度にか
けて設置工事と同時に共用部分のバ
リアフリー対策も実施した。個々の
居室のバリアフリー化は入居者の

　質問　計画案では、図書館の指定
管理化があるが、図書館法により収
益の手だてがなく、開館日の増加も
見込まれ、職員の労働条件悪化の危
険性がある。また、他の直営館との
連携や期限つき契約によるサービス
の安定性等に不安がある。公的責任
の面からも直営にすべきではないか。
　市長　複合施設としての利点を生
かし、施設間で連携してイベントや

サバイバーシップ支援の内容を伺う。
　福祉保健部参事　がん治療に伴う
外見の影響をケアするための、ウイ
ッグや胸部補正用具等に対する費用
助成を検討している。
自殺予防対策について
　質問　国の自殺総合対策大綱の見
直しに伴い、地域における計画的な
自殺対策の推進を、本市でも進める
必要があると考えるが、所見を伺う。

駅や都営バスの営業所などで配布し
ている。市でも、「ふっさヘルプバ
ンダナ」や「障害者のための災害時
避難行動マニュアル」などにこのマ
ークを印刷して周知を図っている。
保険者機能強化推進交付金への取り
組みについて
　質問　国の令和２年度当初予算案
で、介護予防や自立支援に成果を上
げた自治体に手厚く配分する交付金

地方」という考えを打ち出し、革新
的な技術をさまざまな分野に展開し、
新しい社会を実現するために、自治
体行政も対応するべきだとしている。
ＡＩやロボット工学の活用で処理で
きる事務作業は全て自動化する「ス
マート自治体」へ転換の必要性があ
るとする国の考えや、昨今のＡＩブ
ームもあり、一部自治体や民間事業
者により、さまざまな分野の行政サ

方々の実情に応じ介護保険制度等、
各種給付事業を活用していただいて
いる。鉄筋造住宅は全て耐震基準を
満たしている。
　都市建設部長　令和元年10月末時
点で入居状況は全243室に対し、入
居世帯が233室で、入居率95.88％。
そのうち65歳以上の方がいるのは
140世帯で、割合は60.09％である。
市営住宅の補修・修繕について

プログラムを行うなど、従来にはな
い事業展開を目指している。個々の
施設に専門的なノウハウを持つ企業
等の共同事業体を指定管理者とし、
融合した一つの施設として横断的、
一体的に管理運営を委ねることが効
率的であると判断した。
マルチスペース（中、小）を公民館
施設として位置づけることについて
　質問　現案では大・中・小のマル

　市長　福生市自殺総合対策計画の
計画案が完成した。今後は、自殺対
策を支える人材育成の充実を図ると
ともに、関係機関との連携を強化し、
全庁的に自殺対策に取り組む。
　質問　自殺対策を支える人材育成
の充実について、具体的に伺う。
　福祉保健部参事　自殺対策に大切
な気づき、声かけ、共感を行うゲー
トキーパーの増員に取り組んでいく。

が大幅に拡充されることがわかった
が、本市におけるこの交付金への取
り組みについて伺う。
　市長　国の令和２年度予算案につ
いて、現在、国や都から詳しい情報
は入っていない。市としては、現在
の介護予防事業や認知症施策等の取
り組みをより一層充実させ、地域の
実情に応じた地域包括ケアシステム
の深化・推進に取り組んでいく。

ービスで実証実験や活用が始まって
いる。本市も令和２年度以降の第７
次行政改革大綱を検討する中で、先
行事例の情報収集と活用の検討を進
めており、ＡＩやＲＰＡの導入は今
後の人口構成の変化の中で効果が期
待できると考えている。大綱の推進
項目の一つとして、行政サービスの
提供を持続可能とする取り組みと業
務の効率化を進めたい。

　質問　修繕が必要になった場合の
費用の負担とタイミングは。
　市長　居室に係る修繕には市が行
うものと入居者の方が費用を負担す
るものがある。屋上防水や外壁塗装、
給排水管改善等の建物全体に係る大
規模修繕は、平成22年策定の福生市
公営住宅等長寿命化計画により住宅
ごとに修繕・改善に係る事業予定を
定め、計画的に維持管理している。�

チスペースを設ける構想がある。現
状、公民館サークルの活動場所が不
足しているので、中と小については
公民館施設に位置づけてはどうか。
　市長　今回の基本計画でマルチス
ペースについて大まかな用途を示し
ているが、これは都市計画決定に向
けた素案作成に必要な事項であるこ
とからで、どのような位置づけにす
るかは今後の検討になる。
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市民の防災活動等及び地域防災力の育成、支援について

国民健康保険制度について 

そよかぜ教室への給食提供について

正和会
佐藤�弘治�議員

日本共産党
市毛�雅大�議員

立憲民主党
市川�佳樹�議員

▲田園四地区合同水・防災訓練の様子

▲国民健康保険証（サンプル）

▲子ども応援館２階の学校適応支援室（そよかぜ教室）

　質問　市民、地域住民による町
会・自治会活動の活性化、充実化は
地域社会の課題の一つだが、現在の
町会・自治会の防災への取り組みに
対する市の支援状況及び課題を伺う。
　市長　現在、町会・自治会に対し
運営上の観点から財政的支援を行っ
ている。また、町会・自治会の方が
基盤となる自主防災組織には財政的
支援や自主防災リーダーを養成する

　質問　昨年度の国保の都道府県化
により、国は法定外繰り入れの解消
と標準保険税率の水準を求め、また
東京都は独自の激変緩和策を取りや
めるとしており、非常に厳しい状況
にある。本市として、国民健康保険
税をどのように考えているのか。
　市長　福生市の国民健康保険は、
一般会計より多額の法定外繰り入れ
を行っている状況が何年も続いてい

　質問　そよかぜ教室と同じく不登
校の子どもたちを受け入れる不登校
特例校分教室が、令和２年度からス
タートするとのことであるが、分教
室では給食がある。そよかぜ教室の
給食提供について、市はどのように
考えるか。
　教育長　学校給食は、学校給食法
に基づき実施されるものであるとと
もに、教育活動としても実施される

講習会を行い、防災訓練等では市職
員や消防団員が講義や指導を行って
いるが、町会加入率の低下や高齢化
など、参加者が固定化する傾向にあ
る。市民にはいまだに自主防災組織
の認知度が低く、その向上が課題で
ある。
今後の自主防災組織の在り方について
　質問　今後の自主防災組織の在り
方をどう考えるか。所見を伺う。

る。被保険者の方の急激な負担増と
ならないよう配慮しながら、繰り入
れの削減に努めたい。国や都へは、
東京都市長会より東京都へ、全国市
長会より国へ財政支援のさらなる拡
充を図るよう要望している。
ＣＶ－22オスプレイ新施設建設中止
について
　質問　2018年10月に５機が配備さ
れ、さまざまな付帯施設の建設が予

もので、教育の観点を踏まえ、学校
給食の教育的効果を引き出し、学校
給食を通じて学校における食育を推
進している。また、年間を通して児
童・生徒が望ましい食習慣を身につ
けられるよう、教育課程に位置づけ
て実施しているものである。
　分教室には正規教員が配置される
予定であり、学校給食についても、
教育課程に適正に位置づけて実施し

　市長　誰もが参加しやすい組織づ
くりが課題。既に自主防災組織の一
部では水・防災訓練の合同開催や地
元の事業所との訓練の実施など、他
団体と相互連携により課題解消や大
規模災害への対応に取り組むところ
もある。今後は地域にかかわる団体
にも組織の一員として日常的に参画
していただくことで、地域の自助・
共助の強化が図れるのではないか。

定されていたが、これらの予算を凍
結したと今年10月に米空軍のホーム
ページで発表された。この件で、国
から何か情報提供はあったのか。
　市長　11月29日に国から予定して
いた工期が変更されたと情報提供が
あった。格納庫、飛行隊施設、シミ
ュレーター施設等の建設が令和２年
２月から４年５月まで予定されてい
たが、未定となったとのこと。

ていくが、そよかぜ教室には正規教
員の配置がない中で、一人一人の児
童・生徒の実態に応じて支援してい
る。市としては、全ての児童・生徒
が給食の提供を受けることができる
よう、学校給食の目的や意義なども
考慮し、そよかぜ教室担当の職員に
も給食指導を依頼し、そよかぜ教室
での給食提供を受けられるよう計画
している。

「声の市議会だより」を
お届けしています

　音訳ボランティア「福生いとでんわ」
により、市議会だよりの音訳をデイジー
方式のＣＤにして、視覚障害者(１・２級)
の方にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いで、ご希望の方が
いらっしゃいましたら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利
用対象者は日常生活用具として給付を受
けられます。（利用者一割負担）

議会事務局
☎042-551-1523

陳
　
情

　
結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
採
択

○
日
本
政
府
に
対
し
て
、
国
連
の
「
沖
縄
県
民

は
先
住
民
族
」
と
す
る
勧
告
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
の
陳
情
書
（
第
１
‐
６
号
）

国
連
の
「
自
由
権
規
約
委
員
会
」
が
２
０
０�

８
年
と
２
０
１
４
年
に
、
そ
し
て
「
人
種
差
別
撤

廃
委
員
会
」
が
２
０
１
０
年
と
２
０
１
４
年
と

２
０
１
８
年
に
、
日
本
政
府
に
対
し
、
琉
球
・
沖

縄
の
人
々
を
先
住
民
族
と
し
て
認
め
て
、
権
利
や

伝
統
文
化
、
言
語
を
保
護
す
る
旨
の
勧
告
を
５
回

行
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
の
方
言
に
は
、
古
く
か

ら
の
大
和
言
葉
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
人
々
の

日
本
民
族
と
し
て
の
一
体
感
は
強
く
、
ま
た
、
沖

縄
県
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
残
る
伝
統
芸
能

や
文
化
の
継
承
も
自
発
的
に
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
沖
縄
県
議
会
及
び
沖
縄
県
内
全
41

市
町
村
議
会
に
お
い
て
、
一
度
も
国
連
の
各
委
員

会
に
対
し
「
先
住
民
族
申
請
の
議
論
」
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
な
い
。
生
活
様
式
も
本
土
と
何
ら
変
わ

る
も
の
で
は
な
い
同
一
民
族
で
あ
り
先
住
民
族
と

の
認
識
は
不
当
な
も
の
で
あ
る
。

沖
縄
に
生
ま
れ
た
沖
縄
県
民
は
、
日
本
人
と
し

て
生
ま
れ
、
主
に
日
本
語
で
会
話
を
し
、
日
本
語

で
勉
強
し
、
日
本
語
で
仕
事
を
し
て
お
り
、
先
住

民
族
だ
と
自
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
政
府
に
対
し
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
強
く
要
請
す
る
。

１　

�

早
急
に
「
沖
縄
の
人
々
は
先
住
民
族
」
と
の

国
連
各
委
員
会
の
誤
っ
た
認
識
を
正
し
、
勧

告
を
撤
回
さ
せ
る
こ
と
。

２　

�

国
連
が
発
信
し
た
沖
縄
の
人
々
が
先
住
民
族

と
の
誤
っ
た
認
識
が
、
こ
れ
以
上
国
際
社
会

に
広
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
速
や
か
に
正
し
い

沖
縄
に
対
す
る
認
識
を
多
言
語
で
発
信
・
普

及
す
る
こ
と
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、

外
務
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び

北
方
対
策
））

議
員
提
出
議
案
第
１
号

国
連
各
委
員
会
の
「
沖
縄
県
民
は
先
住
民

族
」
勧
告
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

●
令
和
元
年
度
福
生
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
※
計
数
整
理
前
の
補
正
号
数

■
反
対

　

食
育
教
育
の
中
心
を
担
う
学
校
給
食
調
理
業

務
を
市
直
営
か
ら
民
間
委
託
に
変
更
す
る
と
い
う

重
大
な
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、
次
の
点
か
ら
本

補
正
予
算
に
反
対
す
る
。

　
９
人
の
正
規
雇
用
職
員
を
無
く
し
て
も
、１
３
０ 

０
万
円
弱
の
費
用
削
減
に
し
か
な
ら
ず
、
調
理
現

場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
正
規
職
員
を
無
く
せ
ば
、

お
い
し
く
安
心
・
安
全
な
給
食
が
保
証
で
き
な
い
。

偽
装
請
負
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
更
な
る
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
創
出
に
つ
な
が
る
。

■
賛
成

　

本
補
正
予
算
は
、
国
有
提
供
施
設
等
所
在
市

町
村
助
成
交
付
金
等
の
増
額
、
障
害
者
サ
ー
ビ

ス
事
業
費
の
増
額
、
市
制
施
行
50
周
年
や
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気

運
醸
成
、
学
校
給
食
調
理
等
業
務
委
託
に
係
る
債

務
負
担
行
為
等
を
含
む
も
の
で
、
一
つ
一
つ
の
事
業

を
見
た
時
に
、
す
べ
て
市
民
の
た
め
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
た
め
、
本
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

本
補
正
予
算
は
、
障
害
者
や
障
害
児
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
等
の
増
加
に
よ
る
「
介
護
及
び
訓
練
等
給

付
事
業
」
な
ど
の
増
額
等
の
ほ
か
、
多
岐
に
わ
た

る
必
要
な
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
給
食
調
理
等
業
務
委
託
は
、
技
能
長
２
名
の

退
職
予
定
を
受
け
、
今
後
も
安
定
し
た
学
校
給
食

の
提
供
体
制
を
継
続
す
る
た
め
に
委
託
す
る
も
の

で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
次
の
議
案
等
に
対
し
て
も
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
日
本
政
府
に
対
し
て
、
国
連
の
「
沖
縄
県
民
は

先
住
民
族
」
と
す
る
勧
告
の
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
の
陳
情
書

討　
論
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員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
　
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
都
市
計
画
事
業
福
生

田
園
西
土
地
区
画
整
理
事

業
施
行
規
程
を
定
め
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

　
事
業
の
完
了
に
伴
い
、
所

期
の
目
的
を
達
成
し
た
た
め
、

本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

●
福
生
病
院
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　
福
生
病
院
組
合
の
病
院
事

業
に
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
い
、

規
約
を
変
更
す
る
も
の
。

●
令
和
元
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
７
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
４
８
４
万

７
千
円
を
追
加
し
、
２
５
９

億
２
１
７
０
万
３
千
円
と
す

る
も
の
。

●
福
生
第
三
小
学
校
防
音
機

能
復
旧(

復
機)

工
事（
空

調
設
備
）請
負
契
約

　
福
生
市
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同

意
を
得
る
も
の
。

●
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
市
の
職
員
に
よ
る
事
故
に

つ
い
て
、
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
も
の
。

●
令
和
元
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
６
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
２
５
３
万
２
千
円

を
追
加
し
、
２
５
８
億
６
８

５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

●
福
生
市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
及
び
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
都
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、

特
定
任
期
付
き
職
員
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
の
改
定
と
、

令
和
元
年
12
月
期
の
期
末
手

当
支
給
割
合
の
特
例
を
定
め

る
も
の
。

●
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
議
員
の
期
末
手
当
支
給
割

合
の
改
定
と
、
令
和
元
年
12

月
期
の
期
末
手
当
支
給
割
合

の
特
例
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
長
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
市
長
等
の
期
末
手
当
支
給

割
合
の
改
定
と
、
令
和
元
年

12
月
期
の
期
末
手
当
支
給
割

合
の
特
例
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
都
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、

一
般
職
の
職
員
の
勤
勉
手
当

の
支
給
割
合
の
改
定
と
、
令

和
元
年
12
月
期
の
勤
勉
手
当

支
給
割
合
の
特
例
を
定
め
る

も
の
。

●
令
和
元
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
４
５
９
万

４
千
円
を
追
加
し
、
２
６
０

億
４
６
２
９
万
７
千
円
と
す

る
も
の
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和

元
年
度
福
生
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
））

　
台
風
第
19
号
に
係
る
公
園

等
の
復
旧
に
伴
う
補
正
予
算

を
専
決
処
分
し
た
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
分
限
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
引
用
す
る
規
定

を
整
理
す
る
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
成
年
被
後
見
人

又
は
被
保
佐
人
で
あ
る
こ
と

に
よ
り
失
職
し
た
職
員
の
給

与
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手

当
の
支
給
に
関
す
る
規
定
を

整
理
す
る
も
の
。

●
福
生
市
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
福
生
市
営
競
技
場
の
使
用

料
の
額
を
改
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

　
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
関
係
す
る
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
引
用
す
る
規
定
を

整
理
す
る
も
の
。

●
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
及
び
第
２

さ
く
ら
ク
ラ
ブ
を
移
転
及
び

統
合
す
る
も
の
。

●
福
生
市
廃
棄
物
の
処
理
及

び
再
利
用
の
促
進
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
及
び
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
関
係
す
る
規
定
を

整
備
等
す
る
も
の
。

●
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
市
営
住
宅
へ
の
入
居
機
会

の
充
実
を
図
る
た
め
、
入
居

手
続
に
係
る
連
帯
保
証
人
の

規
定
を
削
除
す
る
も
の
。

●
福
生
市
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
措
置
と
し
て
指
定
下
水
道

工
事
店
の
指
定
基
準
等
に
関

す
る
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

　
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例

　
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
す

る
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
会
計
年
度
任
用
職

議�案�番�号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 自民党福生 ネット 立憲民主党 議決結果
市　長　提　出　議　案
報告第４号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度福生市一般会計補正予算（第５号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
議案第64号 福生市の一般職の職員の分限に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第65号 福生市の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第66号 福生市体育施設条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第67号 福生市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第68号 福生市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第69号 福生市学童クラブ条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第70号 福生市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第71号 福生市営住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第72号 福生市下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第73号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第74号 福生市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第75号 福生都市計画事業福生田園西土地区画整理事業施行規程を定める条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第76号 福生病院組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第77号 令和元年度福生市一般会計補正予算（第７号）　※計数整理後の補正号数 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
議案第78号 福生第三小学校防音機能復旧（復機）工事（空調設備）請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
議案第79号 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第80号 令和元年度福生市一般会計補正予算（第６号）　※計数整理後の補正号数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第81号 福生市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第82号 福生市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
議案第83号 福生市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
議案第84号 福生市の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第85号 令和元年度福生市一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議　員　提　出　議　案

議員提出議案第１号 国連各委員会の「沖縄県民は先住民族」勧告の撤回を求める意見書 ○ × ○ ○ × ○ 可決

議案の審議結果 （〇：賛成　×：反対） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ネット：生活者ネットワーク

※補正予算第６号と第７号は、議決日が異なったことにより号数順に
変動が生じたため、計数整理をしています。

※
議
員
提
出
議
案
は
５
面
に

全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）
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全
国
の
市
町
村
の
特
色
あ

る
施
策
を
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
参
考
に
す
る
た
め
実
施

し
た
、
常
任
委
員
会
の
先
進

地
視
察
を
報
告
し
ま
す
。

　
な
お
、
視
察
報
告
書
の
本

文
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

視
察
目
的　
①
多
文
化
共
生

の
推
進
に
つ
い
て
②
姫
ｂ
ｉ

ｚ
戦
略
事
業
に
つ
い
て
③
食

品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て

視
察
先　
①
②
岐
阜
県
美
濃

加
茂
市
③
長
野
県
松
本
市

視
察
日　
令
和
元
年
10
月
２

日(

水)

～
３
日(

木)

①
急
増
す
る
外
国
人
住
民
と

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、

『
美
濃
加
茂
市
多
文
化
共
生

推
進
プ
ラ
ン
』を
策
定
し
て

い
る
。
外
国
人
児
童
・
生
徒

へ
の
教
育
支
援
に
も
注
力
し
、

高
校
進
学
率
の
大
幅
な
伸
び

や
、
保
護
者
が
町
会
等
の
地

域
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
の

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

②
古
来
よ
り
中
山
道
が『
姫

街
道
』と
呼
ば
れ
て
い
た
こ

と
に
ち
な
み
、
女
性
の
活
躍

推
進
に
よ
る
賑
わ
い
を
創
出

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
で
、
起
業
支
援『
姫
ｂ
ｉ

ｚ
』と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

『
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美
濃
國
』に
よ

る
重
層
的
な
支
援
で
自
己
実

現
の
場
を
創
出
し
て
い
る
。

③
発
展
途
上
国
と
日
本
の
食

糧
事
情
の
違
い
と
宴
席
等
で

の
大
量
の
食
べ
残
し
の
矛
盾

に
問
題
意
識
を
持
っ
た
こ
と

か
ら『
30
・
10
運
動
』を
考
案

し
、
外
食
時
と
家
庭
の
両
面

で
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、

未
就
学
期
か
ら
の
環
境
教
育

に
も
注
力
し
、
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。

視
察
目
的　
①
認
知
症
不
安

ゼ
ロ
作
戦
に
つ
い
て
②
子
ど

も
の
権
利
相
談
室
に
つ
い
て

視
察
先　
①
愛
知
県
大
府
市

②
愛
知
県
豊
田
市

視
察
日　
令
和
元
年
10
月
８

日（
火
）
～
９
日（
水
）

①
大
府
市
の「
認
知
症
不
安

ゼ
ロ
作
戦
」は
、
認
知
症
に

な
り
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
、

ま
た
は
、
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
複
合
的
な
事
業

で
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
。
例
え
ば
、
脳
ト
レ
と

運
動
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
グ

ニ
サ
イ
ズ（
英
語
で
認
知
を

表
す
コ
グ
ニ
シ
ョ
ン
と
運
動

を
表
す
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
組

み
合
わ
せ
た
造
語
）を
行
う

こ
と
で
認
知
機
能
の
改
善
が

み
ら
れ
、
各
地
域
の
高
齢
者

の
グ
ル
ー
プ
等
で
実
践
さ
れ

て
い
る
。

②
豊
田
市
の「
子
ど
も
の
権
利

相
談
室
」は
、
平
成
19
年
に

施
行
さ
れ
た「
子
ど
も
条
例
」

に
基
づ
い
て
、
平
成
20
年
に

子
ど
も
の
権
利
擁
護
委
員
と

と
も
に
設
置
さ
れ
た
。
電
話

や
面
談
等
で
、
子
ど
も
と
子

ど
も
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

て
い
る
独
立
し
た
機
関
。
子

ど
も
か
ら
の
相
談
に
対
し
て

は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
考
え
、

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
と
な

る
解
決
を
目
指
し
て
い
る
。

視
察
目
的　
①
大
阪
市
立
中

央
図
書
館
の
多
言
語
対
応
、

「
や
さ
し
い
日
本
語（
※
）」に

よ
る
情
報
提
供
に
つ
い
て

（
※
簡
易
な
表
現
・
文
章
構

造
、
ふ
り
が
な
等
に
よ
り
外

国
人
に
理
解
し
や
す
く
し
た

日
本
語
）②
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所（
福
祉
）と

学
校（
教
育
）の
連
携
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

視
察
先　
①
大
阪
府
大
阪
市

②
大
阪
府
箕
面
市

視
察
日　

10
月
24
日（
木
）

～
25
日（
金
）

①
大
阪
市
の
外
国
人
住
民
の

比
率
は
約
５
％
。
図
書
館
利

用
案
内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

「
や
さ
し
い
日
本
語
」及
び
13

言
語
で
対
応
し
て
い
る
。
外

国
語
の
図
書
・
雑
誌
を
数
多

く
収
集
し
、
外
国
人
住
民
向

け
に
母
国
語
に
親
し
む
た
め

の
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
て
い

る
。
ま
た
多
言
語
に
よ
る
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
日
本
人
と
の
交
流

の
場
を
創
出
し
て
い
る
。

②
国
の「
放
課
後
等
福
祉
連

携
支
援
事
業
」の
受
託
を
契

機
に
、
連
携
に
必
要
な
課
題

等
を
集
約
し
、
こ
れ
を
踏
ま

え
学
校
・
事
業
所
・
保
護
者

の
３
者
に
よ
る
面
談
や
支
援

連
絡
協
議
会
を
実
施
し
て
い

る
。
３
者
間
で
作
成
・
共
有

す
る
子
ど
も
の
情
報
に
関
す

る
ノ
ー
ト
に
よ
り
緊
密
な
連

携
が
可
能
。
教
育
委
員
会
に

福
祉
部
門
が
統
合
さ
れ
て
い

る
組
織
形
態
も
特
徴
。

配
慮
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
12
月
11
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
４
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◇
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

問　

10
月
か
ら
の
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

副
食
費
の
徴
収
の
方
法
は
。

答　
口
座
に
よ
る
引
き
落
と

し
や
園
の
指
定
す
る
口
座
へ

の
振
り
込
み
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
。

◇
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　
臨
時
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
は

定
員
が
１
６
０
名
と
い
う
大

き
な
学
童
ク
ラ
ブ
に
な
る
が
、

ど
の
よ
う
な
育
成
を
行
う
の

か
。

答　
第
三
小
学
校
の
増
築
施

設
の
一
階
部
分
を
使
用
す
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
体
制
は

40
人
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
階

工
事
業
者
及
び
責
任
技
術
者

の
登
録
要
件
が
変
更
に
な
る

が
、
確
認
は
い
つ
行
わ
れ
る

の
か
。

答　
新
規
に
つ
い
て
は
申
請

時
、
既
存
の
も
の
に
つ
い
て

は
更
新
時
に
要
件
を
満
た
す

か
ど
う
か
の
確
認
を
し
て
い

く
。

◇
福
生
都
市
計
画
事
業
福
生

田
園
西
土
地
区
画
整
理
事
業

施
行
規
程
を
定
め
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

問　
平
成
16
年
の
換
地
完
了

後
、
平
成
21
年
度
に
残
っ
て

い
た
事
務
を
行
っ
た
、
と
の

こ
と
だ
が
内
容
は
。

答　
平
成
21
年
度
に
残
っ
て

い
た
事
務
は
精
算
金
に
関
す

る
事
務
で
あ
る
。

◇
令
和
元
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　
駅
前
喫
煙
所
環
境
整
備

工
事
に
つ
い
て
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
が
困
難
な
場

所
は
受
動
喫
煙
が
生
じ
な
い

よ
う
な
配
慮
は
さ
れ
る
の
か
。

答　
喫
煙
場
所
の
灰
皿
か
ら

離
れ
た
広
範
囲
な
場
所
で
の

喫
煙
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
喫
煙
エ
リ
ア
の
設
定

に
加
え
て
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

に
よ
る
エ
リ
ア
内
で
の
喫
煙

の
徹
底
を
図
る
。
ま
た
、
喫

煙
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の
指

導
や
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
継
続
実
施
し
、

受
動
喫
煙
が
生
じ
な
い
よ
う

　
12
月
10
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◇
福
生
市
廃
棄
物
の
処
理
及

び
再
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例問　
技
術
管
理
者
の
資
格
に

『
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程

を
含
む
』が
追
加
さ
れ
て
い

る
が
内
容
は
。

答　
令
和
元
年
４
月
よ
り
、

専
門
職
業
人
の
養
成
を
目
的

と
す
る
専
門
職
大
学
制
度
が

新
設
さ
れ
、
前
期
課
程
修
了

者
に
は
専
門
職
の
短
期
大
学

士
の
学
位
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
こ
の
資
格
要
件

が
追
加
さ
れ
た
。

◇
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
市
営
住
宅
入
居
の
際
の

連
帯
保
証
人
の
廃
止
に
伴
う

課
題
へ
の
対
応
は
。

答　
家
賃
滞
納
の
場
合
、
連

帯
保
証
人
に
対
し
て
請
求
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

が
、
今
後
は
自
主
納
付
の
働

き
か
け
を
行
っ
た
上
で
滞
納

が
続
く
場
合
、
明
け
渡
し
請

求
を
行
う
こ
と
で
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

◇
福
生
市
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
指
定
下
水
道
工
事
店
の

フ
ロ
ア
を
四
つ
の
支
援
単
位

に
区
切
っ
て
育
成
を
行
う
予

定
。

◇
令
和
元
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　
健
康
ふ
っ
さ
21
事
業
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
作
成

委
託
料
と
消
耗
品
費
の
内
容

は
。

答　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

の
残
数
が
わ
ず
か
と
な
っ
た

た
め
、
新
た
に
5
千
部
作
成

す
る
。
消
耗
品
費
は
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
事
業
を
行
う
際
に

使
用
す
る
歩
数
計
、
血
圧
計
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ガ
イ
ド
シ
ス
テ

ム（
一
体
型
拡
声
器
）等
を
購

入
す
る
。

問　
障
害
児
通
所
支
援
事
業

の
増
額
の
理
由
は
。

答　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
日
数
の
増
加
が
要

因
。
事
業
所
が
増
え
利
用
し

や
す
い
環
境
が
整
っ
た
こ
と

等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
12
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
８
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

（
補
正
予
算
は
計
数
整
理
前
の
補
正
号
数
で
す
）

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

▲美濃加茂市の多文化共生の推進等について視察

▲大府市の認知症不安ゼロ作戦について視察

▲大阪市立中央図書館の多言語対応等について視察

▲台風被害があった福生南公園を現地視察

▲設備改良工事の終了した福祉センターを現地視察

行
政
視
察
報
告
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特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

編

集

後

記

令
和
２
年
に
な
り
、
最
初

の
福
生
市
議
会
だ
よ
り
を
発

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
生
市
議
会
の
様
子
を
少
し

で
も
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

す
る
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
市
制
施
行

50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
で
あ
り
、
福
生
七
夕
ま
つ

り
は
第
70
回
を
迎
え
ま
す
。

そ
し
て
、
全
世
界
が
注
目
し

て
い
る
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
も
半
年
後
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
政
治
の
関
係
で
は
、

福
生
市
に
お
住
ま
い
の
皆
様

に
と
っ
て
大
切
な
選
挙
が
２

つ
あ
り
ま
す
。
４
月
26
日
投

開
票
の
福
生
市
長
選
挙
と
、

７
月
５
日
投
開
票
の
東
京
都

知
事
選
挙
で
す
。
い
ず
れ
も

皆
様
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
大

切
な
選
挙
で
ご
ざ
い
ま
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
多
く

の
皆
様
の
投
票
に
よ
っ
て
市

長
、
知
事
を
選
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

福
生
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
市
議
会
本
会
議
の
様

子
を
動
画
に
て
配
信
し
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
よ
り
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

各
議
員
の
一
般
質
問
、
上
程

さ
れ
た
議
案
の
審
査
報
告
、

採
決
の
様
子
な
ど
を
配
信
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

の
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
11
月

６
日
早
朝
に
Ｐ
Ａ
Ｓ
と
い
う

サ
イ
レ
ン
が
基
地
内
で
放
送

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

実
際
に
は
放
送
さ
れ
な
か
っ

た
。
期
間
中
、
航
空
機
騒
音

に
つ
い
て
の
苦
情
が
10
件
あ

っ
た
。

⑥
11
月
11
日
に
や
な
ぎ
通
り

で
、
14
日
に
国
道
16
号
で
行

わ
れ
た
秋
の
花
い
っ
ぱ
い
運

動
に
、
横
田
基
地
の
有
志
20

名
が
参
加
し
た
。

⑦
横
田
基
地
内
で
予
定
さ
れ

て
い
た
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ

イ
の
部
隊
が
専
用
的
に
使
用

す
る
施
設
の
工
事
と
施
設
整

備
に
伴
う
工
事
車
両
用
ゲ
ー

ト
の
設
置
に
つ
い
て
、
工
期

が
延
期
ま
た
は
未
定
と
な
っ

た
と
の
情
報
提
供
が
、
11
月

29
日
に
北
関
東
防
衛
局
か
ら

あ
っ
た
。

⑧
11
月
29
日
に
横
田
基
地
に

関
す
る
東
京
都
と
周
辺
市
町

連
絡
協
議
会
か
ら
横
田
基
地

及
び
北
関
東
防
衛
局
に
対
し

て
、
正
月
三
が
日
の
飛
行
停

止
の
要
請
を
行
っ
た
。

た
、
陳
情
１
件
は
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

◇
福
生
市
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　
人
工
芝
化
等
を
進
め
て

い
る
福
生
市
営
競
技
場
の
工

事
後
の
使
用
料
は
。

答　
現
行
の
市
営
競
技
場
使

用
料
は
１
時
間
１
５
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
再
度
、

改
良
後
の
市
営
競
技
場
全
体

に
係
る
原
価
計
算
を
し
た
結

果
、
基
準
使
用
料
は
３
８
０

０
円
を
超
え
る
試
算
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
近
隣
自
治
体

や
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
、

団
体
料
金
に
つ
い
て
１
時
間

当
た
り
２
５
０
０
円
と
し
た
。

問　
人
工
芝
化
後
の
利
用
件

数
の
見
込
み
は
。

答　
近
隣
自
治
体
の
類
似
施

設
の
状
況
を
み
る
と
、
人
工

芝
化
以
後
の
稼
働
率
、
利
用

件
数
は
と
も
に
良
好
で
あ
り
、

利
用
件
数
の
減
に
は
つ
な
が

ら
な
い
と
考
え
る
。

◇
福
生
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
概
要
は
。

答　
国
の
法
改
正
に
よ
り
非

常
勤
特
別
職
員
の
要
件
が
厳

格
化
さ
れ
、
嘱
託
職
員
や
パ

ー
ト
職
員
ま
た
非
常
勤
特
別

職
に
該
当
し
な
い
職
は
す
べ

て
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移

行
す
る
。

問　
人
件
費
へ
の
影
響
は
。

答　
全
体
で
２
５
０
名
程
度

に
な
る
予
定
で
、
初
年
度
は

約
５
千
万
円
、
２
年
目
以
降

は
７
千
万
円
の
増
額
を
見
込

ん
で
い
る
。

◇
令
和
元
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　
学
校
給
食
調
理
業
務
等

を
民
間
に
委
託
す
る
理
由
は
。

答　
運
営
上
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
等
の
課
題
が
あ
り
、

長
期
的
に
見
て
円
滑
な
業
務

運
営
が
困
難
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
。

問　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

推
進
事
業
の
都
市
を
装
飾
す

る
シ
テ
ィ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の

内
容
は
。

答　
市
役
所
第
二
棟
の
東
側

壁
面
に
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
デ
ュ
ア
ル
エ
ン
ブ
レ
ム

の
シ
ー
ト
を
張
り
付
け
る
。

ま
た
、
横
断
幕
を
20
枚
作
成

し
、
市
役
所
の
東
側
と
北
側

の
鉄
柵
及
び
も
く
せ
い
会
館

に
通
じ
る
歩
道
橋
に
設
置
す

る
。

問　
市
制
施
行
50
周
年
記
念

事
業
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ

用
ス
タ
ン
プ
の
作
成
委
託
の

中
身
は
。

答　
有
料
配
信
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
作
成
を
委
託

す
る
も
の
。
市
民
が
１
２
０

円
で
購
入
す
る
と
42
円
の
分

配
金
が
市
に
支
払
わ
れ
る
。

問　
防
犯
活
動
事
務
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
の
内
容
は
。

答　
牛
浜
第
一
町
会
に
牛
一

会
館
前
の
交
差
点
な
ど
計
４

台
を
、
福
東
町
会
に
平
和
橋

北
側
付
近
な
ど
計
２
台
を
設

置
す
る
予
定
。

問　
歳
入
の
５
千
万
円
の
減

額
補
正
を
臨
時
財
政
対
策
債

の
借
り
入
れ
で
な
く
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
を
優
先
さ
せ

た
理
由
は
。

答　
個
別
施
設
計
画
策
定
後

の
大
規
模
改
修
事
業
や
近
年

の
災
害
発
生
の
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
の
財
政
需
要
に
備

え
財
政
調
整
基
金
の
残
高
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

◇
福
生
第
三
小
学
校
防
音
機

能
復
旧（
復
機
）工
事（
空
調

設
備
）請
負
契
約

問　
夏
休
み
中
の
学
童
ク
ラ

ブ
と
ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
の

運
営
は
。

答　
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
現
在

増
築
工
事
を
行
っ
て
い
る
校

舎
１
階
で
運
用
し
、
ふ
っ
さ

っ
子
の
広
場
に
つ
い
て
は
、

増
築
す
る
校
舎
２
階
の
普
通

教
室
１
室
を
一
時
的
に
使
用

し
運
用
す
る
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
１
件
の
議
題
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

①
防
衛
省
北
関
東
防
衛
局
か

ら
、
10
月
以
降
Ｃ
Ｖ-

22
オ

ス
プ
レ
イ
の
離
着
陸
状
況
の

目
視
確
認
と
離
着
陸
回
数
の

情
報
提
供
を
終
了
す
る
と
の

通
告
が
あ
り
、
９
月
30
日
に
、

横
田
基
地
に
関
す
る
東
京
都

と
周
辺
市
町
連
絡
協
議
会
か

ら
北
関
東
防
衛
局
長
に
対
し

て
、
10
月
１
日
以
降
も
目
視

に
よ
る
情
報
提
供
を
継
続
す

る
よ
う
要
請
し
た
。

②
10
月
６
日
に
横
田
基
地
所

属
軍
人
が
、
福
生
市
内
で
自

動
二
輪
車
の
酒
気
帯
び
運
転

に
よ
り
、
駐
車
し
て
あ
っ
た

車
両
に
衝
突
す
る
物
損
事
故

を
起
こ
し
た
。

③
10
月
11
日
に
福
東
ト
モ
ダ

チ
公
園
で
横
田
基
地
の
有
志

に
よ
る
公
園
清
掃
等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
、

４
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

④
８
月
５
日
か
ら
横
田
基
地

に
一
時
展
開
し
て
い
た
米
空

軍
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
４
機

が
、
10
月
20
日
ま
で
に
全
機

グ
ア
ム
に
帰
投
し
た
。

⑤
10
月
28
日
か
ら
11
月
８
日

の
間
、
サ
ム
ラ
イ
即
応
監
査

と
い
う
、
有
事
に
お
け
る
即

応
態
勢
の
維
持
強
化
の
た
め

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

次回定例会のお知らせ ◎傍聴におでかけください。

令和２年第１回定例会（予定）

◎�議場には、補聴器をお使いの方のために、補聴器に直接音声を送
るヒアリングループを導入しています。

◆本会議　午前10時開会　３月３日㈫～３月６日㈮・27日㈮
◆予算審査特別委員会��午前10時開会　３月10日㈫～13日㈮
◆常任委員会　午前10時開会　3月16日㈪～18日㈬

　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映します。
放映日時、放映チャンネルは、広報ふっさ及び多摩ケーブルチャン
ネルガイドでお知らせしますのでぜひご覧ください。

ケーブルテレビによる議会中継

議会改革に関する協議会から　～新たな取り組み～

議
会
運
営
委
員
会 ▲�防音機能復旧（復機）工事（空調設備）を

実施する福生第三小学校

▲横田基地有志による秋の花いっぱい運動

　今後も、より良い福生市議会を目指し、全議員で議会改革に関するさまざまな
事項について協議していきます。

　新たな情報発信の手段として、スマートフォン等対応アプリ「マチイロ」により、
『ふっさ市議会だより』の配信をスタートしました。

福生市議会HP
（行政情報アプリ「マ
チイロ」の案内ペー
ジへリンクします）


